
平成２１年度当初予算 施策別概要 

 

 

13101 文化芸術の裾野の拡大と頂点の伸長 

（生活・文化部） 

（主担当部：生活・文化部）    13102  歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用 

（教育委員会） 

13103  埋蔵文化財の保存・継承・活用   （教育委員会） 

13104  文化芸術を通じた他地域、他分野との連携・交流と 

発信              （生活・文化部） 

13105  文化芸術活動支援のための体制整備 

（生活・文化部） 

 

＜施策の目的＞ 

（対象）県民が 

（意図）多様な文化芸術にふれ親しみ、地域の歴史や文化を大切にしている 

 

＜施策の数値目標＞ 

※ 一万人アンケートにおいて、「音楽、美術などのさまざまな芸術や文化と直接ふれ親しめる機会が多いこ

と」に対して、「満足」、「どちらかといえば満足」と回答した人の割合 

 

 

 

 

 

施策目標項目（主指標）  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

目標値 － 18.2% 18.5% 18.8% 19.0% 音楽、美術などのさまざまな芸術

や文化と直接ふれ親しめる機会

が多いことに対する満足度 実績値 17.9% 21.6%    

県の取組目標項目（副指標）  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

目標値 － 
650,000 人

以上 

650,000 人 

以上 

650,000 人 

以上 

650,000 人

以上 三重県総合文化センター利用者

数 
実績値 666,002 人 647,195 人    

目標値 － 12,430人 13,530人 14,250 人 15,000人
「活かそう地域文化提案事業」参

加者数 
実績値 9,516 人 12,423人    

目標値 － 
17,300 

件／月 

17,800 

件／月 

18,300 

件／月 

18,800 

件／月 
文化芸術情報アクセス件数 

実績値
16,749 

件／月 

14,802 

件／月 
   

１３１ 文化にふれ親しむことが

できる環境づくり 



＜進捗状況（現状と課題）＞ 

・ 三重の文化振興方針では、文化会館や生涯学習施設等を文化と知的探求の拠点と位置づけ、個々

の拠点の充実と他の拠点との連携による機能強化を進めることとしています。このため、文化芸術

や生涯学習等の複合施設である三重県総合文化センターでは、他拠点と連携しながら、さまざまな

文化芸術にふれ親しむ機会の提供や人材育成等を進めています。 

・ ライフスタイルの変化や多様化等社会の成熟化が進むなか、人々は、癒しや心の充実感の追求、

歴史・伝統、自然、文化芸術にふれ親しむ機会を重視しています。このような社会の状況や変化に

対応し、県民が多様な文化芸術を享受でき、優れた感性を磨き生活の質を高めることができる環境

づくりを、さらに進めていく必要があります。 

・ 三重の文化振興方針や新県立博物館基本構想を踏まえ、「文化と知的探求の新たな拠点」として、

三重の自然と歴史・文化の資産を保全・継承し、県民が主体的な活動や交流を行う場として、次世

代育成や自己実現を支援する新県立博物館の基本計画を策定しているところです。今後は、基本計

画に基づいた着実な事業の推進とともに、多様な主体と連携を進めていく必要があります。 

・ 文化財や風習などを長年にわたって保存・継承してきた地域の力が弱体化する傾向にあることから、

県民自らが文化財等を地域の誇りとして大切にしていくための支援や取組が急務となっています。 

 

＜平成２１年度の取組方向＞ 

① 県民の皆さんが多様な文化芸術にふれ親しみ、また、自らが文化芸術活動の主体となれる環境づ

くりを推進するため、引き続き、文化芸術活動への支援、顕彰制度の運用、文化芸術の発表の場づ

くりなどを実施します。 

② 三重県総合文化センターは、引き続き、質の高い文化芸術公演の実施、文化に関する人材育成、

文化芸術の推進主体とのネットワークの構築、アウトリーチ活動による文化芸術活動の支援などを

進めます。 

③ 新県立博物館の整備については、基本計画や事業実施方針に沿って、建築及び展示にかかる設計

に着手するとともに、公文書館機能との一体的整備や多様な主体との連携のための具体的な取組を

進めます。 

④ 三重県史の編さんを計画的に進めるとともに、編さん作業に伴って収集した資料や明治期以降の

県の公文書などの活用に向けた取組を進めます。また、保存期間の終了した歴史的・文化的資料と

して価値のある公文書等の選別・収蔵を行います。 

⑤ サイトミュージアム（史跡博物館）である国史跡斎宮跡について、史跡東部地区を中心に発掘調

査を進め、史跡として保存と活用を進めます。 

⑥ 多様な文化財の調査を進め、県民にとって重要なものを県指定文化財に指定することにより、保

存・継承をはかります。 

⑦ 国・県指定文化財の保存・修理・活用を、市町・保存団体および所有者等と協働して行うととも

に、文化財を活用した地域の自主的な活動やまちづくりを支援します。 

⑧ 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」について、次世代に継承されるよう、和歌山県・奈良県お

よび関係市町等と協働して保存と活用に努めます。 

 

＜主な事業＞ 

① 文化にふれる機会提供事業【基本事業名：13101 文化芸術の裾野の拡大と頂点の伸長】 

予算額：(20) １６，２４５千円 → (21) １５，０１５千円 

事業概要：「県民文化祭」「県展」「みえ音楽コンクール」を県民総ぐるみの文化の祭典「みえ文化

芸術祭」として同時期・一体的に開催することにより、地域文化の振興をはかります。 



 

②（舞）次世代の文化体験活動推進事業 

【基本事業名：13104 文化芸術を通じた他地域、他分野との連携・交流と発信】 

予算額：(20) ４，４９３千円 → (21) ４，２７４千円 

事業概要：県の「文化と知的探求の拠点」や文化団体等多様な主体が、芸術家や専門家を学校等

に派遣し、子どもたちにさまざまな本物の文化体験ができる事業を実施するとともに、

そのしくみづくりと人材育成の取組を進めます。 

 

③（新）総合文化センター15 周年記念事業【基本事業名：13105 文化芸術活動支援のための体制整備】 

予算額：(20) － 千円 → (21) ５，０００千円 

事業概要：開館 15 周年を記念し、これまでの取組を踏まえ、毎年実施できないような公演や制作

型事業とともに、公演内容と連動した文化の担い手となる次世代の人材育成事業等を

実施します。 

 

④ 新県立博物館整備事業【基本事業名：13101 文化芸術の裾野の拡大と頂点の伸長】 

予算額：(20) ４４，９９６千円 → (21) ３０５，４００千円 

事業概要：三重の自然と歴史・文化を保存、継承し、三重の人づくり、地域づくりに貢献する「文

化と知的探求の拠点」としての新県立博物館の開館に向けて、県民・利用者の皆さん

とともに、調査研究、収集保全、活用発信の博物館活動や運営のしくみ等の構築のほ

か、施設の建築や展示のための設計等の取組を進めます。 

 

⑤ 県史編さん刊行費 

【基本事業名：13102 歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】 

予算額：(20) ６１，７２３千円 → (21) ６３，９８６千円 

事業概要：地域が自ら育んできた歴史・文化を集大成することで、県民の共有財産として後世に

残し、郷土三重の歴史や文化に対する県民の関心を高め、県民文化や学術的研究の振

興に寄与するため、県史の編さんを継続します。 

 

⑥（新）斎宮歴史博物館開館 20 周年国史跡斎宮跡指定 30 周年記念事業 

【基本事業名：13102 歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】 

予算額：(20) － 千円 → (21) ２１，９９１千円 

事業概要：開館 20 年と国史跡指定 30 周年を記念して、斎宮のこれまでの研究成果を知っていた

だき、日本史上類を見ない貴重な文化遺産の普及公開のため、企画展覧会等を開催し

ます。 

 

⑦ 活かそう美し国の文化財事業【基本事業名：13102 歴史的資産等の発掘・保存・継承・活用】 

予算額：(20) ６６，６４０千円 → (21) ７３，８９３千円 

事業概要：市町や所有者・地域住民等による文化財の活用提案と修復等を対にした取組を支援し、

文化財による人づくり・まちづくりを推進します。 

 


